
融雪設備の概要

Ｐ３

 パターン１(Ｐ１)
Ｈ２４年度と同じ構造とし，下水温度・流速・
流量が異なる場合での放熱量を把握する。

６本中１本をむき出しにし，放熱量と腐食状
況を確認する。

Ｐ１

Ｐ２

Ｐ３
 パターン２(Ｐ２)
乗車口に合わせ小面積とし，４本あるパイプ
のうち１本は下水に入れず空気中に置き低
下量を把握する

 パターン３(Ｐ３)
乗車口に合わせた小面積とし，放熱管４本
に対し採熱管を２本とすることで管内断面積
の確保を狙う
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